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出典：Fiji の地図はWikipediaから入手した地図に地域名、地域境界線、島名を追記した。右下のFiji位置図
は日本外務省のWEBから引用した。

面積：18,270km2 ≒四国
人口：約90万人



森林面積（ha）、丸太生産量(m3)の推移

天然林 マツ林 マホガニー林 マングローブ林 計

2014年 883,156 77,915 59,548 54,189 1,074,808

2015年 526,453 76,171 58,978 42,601 704,203

出典：Parliament Paper No.33/2108 Consolidated Annual Review of the Department of Forestry 2014-2015

出展：Fiji Bureau of Statistics-Key Statistics, December 2017から作成
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フィジーの主な輸出産品

出典：International Merchandise Trade Statistics 2015 (Fiji Bureau of Statistics July 2018)より作成
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フィジーから日本の輸入

HS コード

4401.21-000

4403.99-990

4407.99-500

針葉樹のチップ状又は小片状の木材

粗のものに限る木材で保存剤処理をせず針葉樹でなく熱帯産木材でもなくオーク、ビーチ、かば、ポプラ、アスペン、ユーカリ、桐、

フタバガキ科でないもの

縦に引き若しくは割り、平削りし又は丸剥ぎしたもので厚さが6mmを超える木材で、針葉樹でもなくかつ熱帯産木材でもなくオーク、

ビーチ、カエデ、サクラ、トネリコ、カバ、ポプラ、アスペン、フタバガキ科、ツゲ、シタン、コクタン、桐でもないもの

コードが示す内容（HSコードにはこのとおりの説明ではないが意味を書き出した）

出典：日本財務省「貿易統計」資料より作成
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針葉樹チップ：米国、豪州、ニュージーランドに次ぐ
日本製紙連合会資料



伝統的共有地

Confederation/

総連合会(国レベル）

Federation/連合会

Tribe/部族

Clan/一族

Extended Family／親兄弟

世帯 世帯 世帯 世帯

Mataqali Mataqali Mataqali

Tokatoka Tokatoka Tokatoka

Matanitu

Vanua Vanua Vanua

Yavusa Yavusa Yavusa

• 国土の80％以上が伝統的共有地
• 伝統的共有地内での植林、伐採にはMataqaliとの契約が必要
• 契約はNLTB(Native Land Trust Board)を通して行う
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伐採許可：林業省による
Fiji Forest Harvesting Code of Practiceに基づく施業が求められれる

Forest (Sawmills) Regulationsに基づく審査
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所管業務 普及活動

１．伐採許可証の発行 １．苗畑技術の改善と開発

２．製材許可証の発行 ２．林地の回復と境界確定

３．伐採手数料の徴収 ３．都市部の緑化

モニタリング（森林法による取締り） 検査

１．伐採 １．木材の輸出

２．製材 ２．木材の輸入

３．植物の管理



伐採許可の流れ

林業省許可証への記載事項
１．許可証の発行日
２．許可の期限日
３．許可される施業の開始最終日
４．許可の面積
５．森林官による付帯条件

事業者 環境省 NLTB   林業省
申請1

許可1

通知

申請2

許可2

通知

申請3

許可3
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NLTBへの伐採搬出申請書の様式
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NLTBから林業省へ提出される承認書
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林業省発行の伐採搬出許可書
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林業省発行の製材許可書
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マホガニーの伐採許可：Mahogany Industry Council 

ラベル

・マホガニーの管理：
Fiji Mahogany Act 2003およびMahogany Industry Development Decree 2010
に基づき、Mahogany Industry Councilの下でFiji  Hardwood Corp. Ltd.が実施

・マホガニー伐採基準：Fiji Plantation Grown Mahogany Harvesting Code of Practice

・Fiji Pure Mahogany：Mahogany Industry (Licensing and Branding) Degree 2011に基づく
合法性証明
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マホガニー合法性証明書
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Royaltiesなどの支払い
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共有地への支払い

・丸太計測費---樹種、伐採地に関わらず材積に応じて徴収（林業省へ）

・地図費---伐採許可用の地図、計画書作成経費として徴収（林業省へ）

・申請、更新料---借地契約手続きに係る経費として（NLTBへ）

1. Fees

2. Stumpage
・業者が地主に支払うもので、製材業者がコンッションに一定率で支払い、コ
ンセッションはNLTBに一定率で支払う。NLTBは10%の手数料をとり、90%を
Matagaliへ支払う。

3. Royalties
・3地域（南部、西部、北部）と4樹種区分毎に1m3当たりの額を設定

樹種区分 借地料 Fijiドル スタンページ プレミアム Fijiドル

マツ 11$/ha/年 7% 15$/ha

マホガニー 9$/ha/年 10% 13$/ha

郷土樹種 9$/ha/年 10% 13$/ha



森林認証制度

1．FM認証

2．CoC認証

 FSC認証がマツ人工林1件
 Fiji国独自のシステムはない

FSC認証
 上記マツ人工林の生産およびその材を基とした用

材とチップ材の生産で3件

Mahogany Industry Council下での”Certificate of Legality”
システムはFiji独自のCoC認証とも考えられる。
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終
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